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決算説明会質疑応答 

 

2月14日付開催決算説明会の質疑応答を下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
質問 1：治験というステップになり、海外で進めることには大賛成なのですが、日本の小さ

い会社が持つ薬を海外の治験で使ってもらえるものか非常に心配しています。治験が始ま

ったことはわかっても、その後、患者さんがどのくらい集まったとか、進捗が見えにくいの

で、もし開示できるようなことがあれば、時折発表していただけると安心します。 

 

回答 1：試験の進捗を共有してほしいということですね。今回このような形で初めてお伝え

しましたが、ある程度の成果が得られた段階で共有化したいと思っていました。コロナによ

り症例集積が遅れましたが、その後進捗しています。２週間ほど前にはドイツの大手の大学

病院の移植の教授からホームページから問い合わせが入り、すぐにオンラインで話しをし

たところ、私どものこの試験にぜひ参加したいとおっしゃってくださいました。これは先生

がこの薬の良さを十分理解されている証と理解しています。ブリンシドフォビルは現在、注

射剤を開発中ですが、この先生はすでに経口剤で患者さんの治療を経験していて、非常に良

い結果が得られていることを十分理解されているうえでのお話なので、４月のヨーロッパ

の移植学会で実際にお会いし、今後の展開について前向きに相談することになっています。

経口剤では腸から吸収されるため下痢になりますが、注射剤は下痢にならないだろうとい

う期待値もあり、それを証明していくのが、アデノウイルスの第Ⅱ相試験の目的のひとつで

す。 

経口剤については 2021年の６月にアメリカ（米国）のＦＤＡから天然痘の適応症に限定す

る形で承認が下りていますし、注射剤になるとまた別の副作用はあると思いますが、2030年

に向けてしっかりと事業展開をしていきたいと思います。 
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質問 2:パイプラインの三番目の造血幹細胞移植後のサイトメガロウイルスの試験の状況は

どうなっているのでしょうか。 

 

回答 2：造血幹細胞移植後のサイトメガロウイルス感染症については、薬の投与量を変えて

適正な用量を決めるための第Ⅰｂ相試験の準備を進めています。臨床試験を始めるための

米国の大学との契約締結に通常５カ月ですむところ、最近では人手不足の問題もあり６カ

月～９カ月かかることがあります。これはコロナが収まれば、だいぶ違ってくると思ってい

ます。 

 

質問 3：今後、プライム市場への申請は考えているのでしょうか。 

 

回答 3：検討はしていますが、市場を変えることで要求や条件が増えていきますので、その

条件に対応することにエネルギーとリソースを使うのがいいのか、この事業を展開する為

に使うのがいいのかというトレードオフがありますので、今はグローバル展開にその時間

とリソースを向けたほうが、会社のためには良いだろうという考えです。 

 

質問 4：株価対策として小まめにＩＲの開示をお願いしたい。ブリンシドフォビルは大きい

可能性を持った薬なので、株主としてはできれば１カ月に１回は情報の開示をお願いした

い。 

 

回答 4：できるかぎりご期待に添うようにいたします。必要に応じてまたご連絡をいただけ

れば、ＩＲのほうで対応するようにしたいと思います。 

 

 

以 上 


